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第８回八女市こども議会を開催
2月から住民票等のコンビニ交付開始
軽自動車税の課税について
春のイベント情報

雛の里に春を告げるぼんぼりまつり

雛の里・八女ぼんぼりまつりのオープニングセレ
モニーが2月11日㈰、八女文化会館で行われま
した。セレモニーには市内の保育園、幼稚園の園
児約110人が参加。束帯姿と十二単衣の衣装を
身にまとった男雛と女雛を先頭に白壁の町並みを
パレードしました。まつりは3月11日㈰まで行われ、
期間中はピンク色の提灯を下げている民家や商店
で雛飾りを見学できます。ぜひお出かけください。
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　八女市青少年育成市民の会主催の第８回八女市こども議会が２月３日㈯、立花庁舎八女市議会議場で行われました。
この事業は将来の有権者である子どもたちが民主主義の基本である議会の場を体験することで、日々 の暮らしと行政の
かかわりを学習し、自分の意見をはっきりと述べることができる子どもの育成を図るために行われています。市内の小学
６年生15 人がこども議員として参加し、こども議長の江崎帆春さんが開会を宣言。最初は緊張の面持ちでしたが、傍
聴席の保護者や関係者が見守る中、一人ずつ大人顔負けの質問を展開しました。

（※紙面の都合上、質問、答弁は要旨のみ掲載しています）

「私たちがつくる将来の八女市」  第8回こども議会
１５人のこども議員が質問しました

【１番】山本 友
と も か

風 こども議員（福島小）
八女福島とうろう人形の後継者について
　国指定重要無形民俗文化財である八女福島
とうろう人形が私たちの校区にあります。その
良さを伝えたり、後継者を増やしたりするため
に、保存会の方は「子どもとうろう人形教室」
を開催されており、私たちも参加していますが、
他に何か取り組みがなされていますか。

昭和 32 年に保存会が結成され、地元の区長
さんを含めた組織が中心となって伝統が受け
継がれています。「子ども教室」は、地元・
福島小学校をはじめ、校区外からも参加者が
増えており、今後さらにこの教室を充実させ
ていくことによって、これからの燈籠人形の
あり方や課題などについても対応していきた
いと考えています。

答弁

【2 番】江良 朋
と も え

恵 こども議員（星野小）
八女市内の小学校の遊具を増やしてほしい
　私たちの学校では、冬の寒い中でも朝の授業
前に多くの児童が元気に外で遊びます。しかし
ほとんどボール遊びで、学校の遊具が少ないと
感じます。遊具を増やせばみんながもっと楽し
く外で遊ぶようになり、体力づくりにも役立つと
思いますがいかがでしょうか。

小学校の遊具設置については、毎年、学校
教育課で考えています。学校からの要望に
より設置できるものもあるので、欲しい遊具
があったら先生へ相談してみてください。要
望が出たら学校教育課で運動場の広さや、
遊具をどのくらい使うか、使いやすさや金額
などを考えて、設置できるかどうかを決定し
ます。

答弁

【3 番】島  涼
す ず か

夏 こども議員（長峰小）
土橋の商店街の復旧について
　昔の土橋はすごく活気があったと聞きます。し
かし大型店舗に人が流れ今の土橋市場は空き店
舗が増え、さびしい雰囲気になっています。今
後、商店街を残していくため、ニーズを調査し、
店の誘致、人が集う交流会などを行ってはと思
いますが、市が考える振興策を教えてください。

現在、若い人たちが定期的に土橋地域でイ
ベントを行い商店街を盛り上げようと頑張っ
ています。大切なのはまた来たくなるような
魅力的なお店を取り戻すことです。市では新
しく店を開きたいという人に補助金を出して
応援しています。今後、商店街や昔の賑わ
いを取り戻そうと頑張る人たちと協力して活
性化に取り組んでいきます。

答弁
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【4 番】栗原 光
こうよう

葉 こども議員（矢部小）
市内一斉ボランティア活動の実施を
　将来の八女市を住みよいものにするため、住
民全体が一丸となって取り組むことが大切だと考
えます。特にゴミを拾うなどのボランティア活動
を進めれば、自分たちの住む町を美しくしようと
いう意識も高まり、よりよい八女市につながると
思いますが、いかがでしょうか。

市では環境衛生協議会により７月と11月に
ごみ拾いキャンペーンを行っており、それ以
外にも各行政区で定期的に道路や川の清掃
活動が行われています。環境保護条例の周
知に取り組み、ごみのポイ捨てをしない、自
分たちの街を美しくしようという意識を持つ
人を増やしていくことが大切だと考えていま
す。

答弁

【5 番】吉武 夏
な づ な

菜 こども議員（上妻小） 交通安全県民運動期間にあわせて警察署や
交通安全協会等と協力しながら、街頭での
交通安全啓発活動を実施しています。広報
紙やＨＰ等を活用した交通安全や飲酒運転
撲滅等の呼びかけ、夜間事故防止のための
反射材タスキ配付、本年度からは高齢者安
全運転講習会を始めるなど、各種の交通安
全対策に取り組んでいます。

答弁

【6 番】渡邊 葉
よ う か

佳 こども議員（上陽北汭学園）
八女木材を活用した取り組みを
　上陽町の森林には、たくさんの杉の木や台風
被害にあった風倒木等がありますが、これらを活
用できないでしょうか。例えば、木材を加工して
春の山公園に大きなアスレチック場をつくったり
特産品を作りふるさと納税者へのプレゼントにし
たりしてはどうでしょうか。

八女で育った木をたくさんの人たちに使っ
てもらえるよう、八女木材で市内に家を建
てる方に対して応援をしたり、山に残ってい
る木の切れ端や枝等で温泉施設のボイラー
燃料としたりして使用しています。今後木材
を活用している人たちと協力し多くの八女の
木材を使った特産品作りの働きかけを行う
等の取り組みを進めていきます。

答弁

【7 番】田中 達
た つ や

也 こども議員（三河小）
燃えるごみの回収について
　週２回もえるゴミの回収日がありますが、中に
は大家族のところもあり、そういう所はごみがた
まるペースも速く何袋もたまってしまうそうです。
回収の回数をふやしてもらうか、たくさんたまっ
た場合はいつでも出せる回収ボックスを校区に
一つ設置してはどうでしょうか。

ごみ処理費用を安くするため、10 年前から可
燃ごみ置き場ステーションの設置や資源ごみ
分別収集も進めてきました。仮に可燃ごみ回
収の回数を増やすと地域での管理負担、収
集運搬費用が増える等の問題が出てきます。
分別リサイクルをさらに進め、可燃ごみから
プラスチックや生ゴミを分別する等、さらに
ごみ減量へ取り組んでいきます。

答弁

【8 番】伊藤  遼
りょう

 こども議員（筑南小）
田崎廣助美術館の活用について
　田崎画伯は、立花町北山出身の世界的に有名
な画家ですが、田崎廣助美術館にはあまり訪れ
る人が多くないように思います。もっと多くの人
に見てもらえるように何か計画がありますか。私
たちの地域にあるすばらしい絵をもっと多くの方
に見てほしいと思います。

市所蔵の田崎作品をはじめ、軽井沢の田崎
美術館から借りた作品を定期的に入れ替え
年間約５千人に来場いただいています。今
後も広報やＨＰ、SNS で情報を発信し、様々
な体験講座を企画開催しながら新たなファ
ンを開拓していきます。また、今年度は生
前の田崎先生から聞いた話を編集した『東
洋の心』を再出版する予定です。

答弁

【9 番】大住 采
あ ぐ り

久莉 こども議員（八幡小）
水害などに備えた避難対策を
　市防災マップでは八幡校区の大半が浸水想定
区域になっています。校区内には一人暮らしのお
年寄りの方が多く、水害が発生した時に、これら
の方々が安全に避難できるような取り組みをされ
てありますか。また災害を最小限にとどめるため
の対策で工夫されていることを教えてください。

対策として、早めの避難を呼びかける「避
難準備・高齢者等避難開始」という情報を
防災ラジオで放送しています。また、地域
には災害時に避難誘導、負傷者の手助け、
火災がおきれば初期消火等を行う「自主防
災組織」がありますが、これらに補助金を
出して支援したり、この組織が無い地域に
対しては結成の呼びかけを行っています。

答弁

交通安全の意識を高める取り組みを
　自転車で道路を通っていたら、曲がり角で自動
車とぶつかりそうになったことがありました。学
校では交通教室が開催され、安全について考え
ていますが、八女市に住んでいる人たちの安全
意識を高めるような対策はどのようなことをされ
ていますか。
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【10 番】鹿子生 由
ゆ な

奈 こども議員（立花小）
高齢者が幸せに暮らせる八女市に
　八女市は全国平均より高齢化率が高く、平成
26年で約31.6％、平成37年には約37.5％とな
ることが見込まれています。一人暮らしや高齢
者のみの世帯、認知症の高齢者が増えていく中
で、高齢者が幸せに暮らすために市ではどのよ
うな対策をとっていますか。

住まい・医療・介護・予防・日常生活支援
などが一体的に提供される仕組み（地域包
括ケアシステム）づくりに取り組んでいます。
介護予防事業や認知症初期集中支援、それ
ぞれの状態に応じた支援やサービスを考える
小地域ケア会議の開催等に力を入れていま
す。ふれあいサロンや老人クラブ活動等も積
極的に支援します。

答弁

【11番】松門  慧
けい

 こども議員（忠見小） 「八女伝統工芸館」や「八女手すき和紙資料
館」でその魅力と匠の技を身近に感じていた
だけるような取り組みを行ったり、アクロス
福岡（福岡市）でのイベントを開催したりして、
八女の伝統工芸品をアピールをしています。
後継者については「伝統工芸等継承者育成
奨励金」を作り、職人を目指す人や指導す
る職人を応援する仕組みを作っています。

答弁

【12 番】堀下  諒
りょうじ

治 こども議員（黒木西小）
蒸気機関車を観光に活用しては
　黒木町や立花町の体育館に展示している蒸気
機関車を動けるようにして展示する計画はあるの
でしょうか。蒸気機関車を動けるようにして駅を
作り、鉄道好きな人だけでなく、市を訪れる観光
客に汽車に乗ってもらい、観光名所にしてはどう
でしょうか。

蒸気機関車を修理し鉄道を復活させること
になれば多額の費用がかかり実現はかなり
難しいと思われます。市では職人の手仕事
を生かしたものづくりや自然を活かした収穫
体験、八女の名所を周遊するバスツアーを
企画しており大変好評です。提案のように今
八女にあるものをどう利用していくかを考え
ながら今後も観光客を呼び込んでいきます。

答弁

【13 番】鶴山  ゆい こども議員（岡山小）
外国人との交流について
　外国人の小学生と交流し、市の有名なものや
いい所を紹介したり、相手の国の良さを教えても
らったりして仲良くなりたいと考えました。それ
により外国の文化や習慣を知ることができ、外国
語の勉強にもなります。八女市の小学校で交流
できる行事や授業ができないでしょうか。

学校では今年の４月から小学３・４年生は
外国語活動、５・６年生は外国語の教科の
授業が年間に15 時間増えることになってい
ます。外国語指導助手（ＡＬＴ）が各学校
に来られますので、積極的に交流を深めて
欲しいと考えています。韓国巨済市等、市
が行う外国との交流事業などにも積極的に
手を挙げてチャンスをつかんでください。 

答弁

【14 番】緒方 瑞
み ず き

樹 こども議員（黒木小）
子どもの数が少なくならない対策を
　私たち黒木町の小学校は、平成26年に４校
が統合されました。今後も子どもの数（若い世
代）は減少していくかと思うと、友達が少なくな
るようでさみしくなります。子どもの数（若い世代）
が少なくならないために八女市が取り組んでいる
対策はありますか。

八女市でも子どもの数は減少しており、0
歳～ 14 歳人口は、2025 年には今より1800
人ほど減少する見込みです。大切なことは
子どもたちや若い人たちも含めみんなが八
女市に住んでもらうことです。そのために就
職をサポートしたり、結婚・出産・子育てを
しやすい環境づくり、住宅確保の支援等に
取り組んでいきます。

答弁

【15 番】江崎  帆
ほ は る

春 こども議員（川崎小）
川遊びができる取り組みを
　川崎校区は自然豊かな地域ですが、５年前の
災害で川が氾濫し被害にあいました。今は復興
も進み補修されていますが、危険だということで
ほとんど川で遊ぶことはありません。川の状態は
よくなっているのか、また私たちが川遊びできる
ような取り組みがされているかお尋ねします。

災害復旧工事で特に星野川は、川幅を拡げ
たり堤防を高くしたりして、災害が発生しに
くいような工事を行っています。宮ヶ原の石
橋周辺で河川改修工事を行っていますが、
中ノ島周辺は川へ降りる階段を設置したり、
川の一部をせき止め、プールのようにしたり
して川で遊べるような整備が併せて行われ
ています。

答弁

八女の伝統工芸をもっとＰＲしては
　八女市には全国にほこれる八女ちょうちん、手
すき和紙、八女福島仏だん、竹細工、石どうろ
うなどの伝統工芸がありますが、これらをどうア
ピールしていますか。また、後継者不足も深刻
な問題と聞いていますが、どのような取り組みを
してありますか。
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利用者証明用
電子証明書

「住民基本台帳カー
ド」や薄緑色で紙製
の「通知カード」では
利用できません。

通知カード

市長も自動交付機で住民票を取得しました

自動交付機は、市役
所本庁ロビーにも設
置されています。ど
うぞご利用ください。

コンビニなどで簡単
に証明書が取れるの
で便利ですね。交付
手数料も安くなりま
すので、マイナンバー
カードを作ってぜひ
ご利用ください
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中
古
車
販
売
業
者
が
商
品

と
し
て
所
有
す
る
軽
自
動
車

は
、
届
出
が
あ
れ
ば
課
税
免
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
商
品
車

の
対
象
と
な
る
の
は
、
販
売
目

的
で
保
有
し
展
示
し
て
い
る
も

の
で
、
代
車
・
試
乗
車
・
営
業

車
等
で
使
用
し
て
い
る
も
の
は

含
み
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

届
出
期
限
＝
３
月
30
日
㈮

⃝

提
出
物
＝
申
請
書
（
左
記
窓

口
に
あ
り
ま
す
）、
自
動
車
検

査
証
の
写
、
古
物
商
許
可
証
の

写
、
展
示
状
態
の
写
真
（
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
）

　
軽
自
動
車
税
（
軽
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
農
耕
作
業
用
、
そ
の

他
小
型
車
）
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
所
有
登
録
し
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
車
検
切
れ
や
譲
渡
等
で
実

際
に
利
用
し
て
い
な
く
て
も
３

月
末
日
ま
で
に
廃
車
ま
た
は
名

義
変
更
等
の
手
続
き
を
し
な
い

と
毎
年
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。「
使
用
し
な
く
な
っ

た
」「
他
人
に
譲
渡
し
た
」
な

ど
の
場
合
は
、
左
記
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

商
品
車
の
課
税
免
除
は

３
月
末
ま
で

廃
車
・
名
義
変
更
は

３
月
末
ま
で
に

軽
自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て

車　種 手　続　き　場　所

八
女
市
ナ
ン
バ
ー

原付バイク
（125cc以下）、

農耕用など

市役所税務課および各支所
※旧 2 町 2 村のナンバーも同様。
転出した人は新住所地の市町村役
場にナンバープレートを返却して
廃車することができます。
◦持参する物＝ナンバープレート、
来庁する人の印鑑、自賠責の書類

久
留
米
ナ
ン
バ
ー

軽自動車 軽自動車検査協会久留米支所
（☎０５０・３８１６・１７５２）

軽二輪バイク
（250cc以下）

軽自動車協会連合会久留米分室
（☎０９４２・２１・８８９３）

小型二輪バイ
ク（250cc超）

福岡運輸支局久留米自動車検査登
録事務所

（☎０５０・５５４０・２０８１）

本庁税務課（☎２３・１１１２）
黒 木 支 所 （☎４２・１１１３）
立 花 支 所 （☎２３・４９３２）
上 陽 支 所 （☎５４・２２１８）
矢 部 支 所 （☎４７・３１１１）
星 野 支 所 （☎５２・３１１３）

※手続きの方法が場所により多少異なりますので、詳
細は事前に手続き場所に問い合わせください。

軽自動車の区分

税率（年税額）
平成 27 年 3 月
31日までに最初

の新規検査をした
車両（※注１）

平成 27 年 4 月1
日以後に最初の新
規検査をした車両

（※注１）

最初の新規検査
から13年を経過
した車両 (経年車
重課)（※注1・2・3）

軽
自
動
車

三　輪 3,100 円 3,900 円 4,600円

四
輪
以
上

乗
用

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 　10,800 円 12,900 円

貨
物
用

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

軽自動車の区分 税率（年税額）

二　

輪

原　

付

50 cc 以下 2,000 円

50㏄超～
　90cc 以下 2,000 円

90cc 超～
　125㏄以下 2,400 円

ミニカー 3,700 円

軽二輪バイク
（125㏄超～250㏄以下） 3,600 円

小型二輪バイク
（250㏄超） 6,000 円

小型特
殊自動車

農耕作業用 2,400 円

その他のもの 5,900 円

【三輪および四輪以上の軽自動車の税率】【原動機付自転車・軽二輪・小型特
殊自動車等の税率】

（※注１）最初の新規検査の年月は、自動車検査証の「初度検査
年月」で確認できます。

（※注２）平成 30 年度課税の経年車重課対象は、最初の新規検
査の年月が平成 17 年 3 月までの車両です。

（※注３）電気軽自動車、天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、
混合メタノール軽自動車、電力併用軽自動車並びに被けん引車は、
経年車重課の対象外になります。

原付バイク・軽自動車税の廃車または登録変更窓口

▼税率について
⃝

軽
自
動
車
税
に
関

す
る
手
続
き
・
問
い

合
わ
せ
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軽自動車の区分
税率（年税額）

特例１
（75％軽減）

特例２
（50％軽減）

特例３
（25％軽減）　

　

軽
自
動
車

三　輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四
輪
以
上

乗　用
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円
自家用 2,700 円 5,400 円 　8,100 円

貨物用
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

【グリーン化特例（軽課）の税率】

　平成 29 年４月から平成 30 年３
月に最初の新規検査を受けた三輪
および四輪以上の軽自動車で、一
定の環境性能を有するものについ
ては、平成 30 年度課税分のみ、
グリーン化特例（軽課）が適用さ
れます。( 制度の延長 )

［特例１］電気自動車・天然ガス軽自動車　
［特例２］乗用：平成 32 年度燃費基準＋ 30％達成車／貨物用：平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車
［特例３］ 乗用：平成 32 年度燃費基準達成車＋ 10％達成車／貨物用：平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車
※［特例２］［特例３］については、平成 30 年排出ガス基準 50％低減達成車または平成 17 年排出ガス基準
75％低減達成車（★★★★）のガソリン車・ハイブリット車に限ります。
※天然ガス自動車については、平成 30 年排出ガス規制に適合するものまたは平成 21 年排出ガス規制に適合し、
かつ平成 21 年排出ガス基準より10％以上窒素酸化物を低減する車両に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

　
就
労
等
の
た
め
、
夜
間
に
人
工
透
析
を

受
け
て
い
る
腎
臓
疾
患
患
者
に
対
し
て
、
平

成
29
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
の
通
院

に
伴
う
交
通
費
の
一
部
（
月
額
２
千
円
）
を

助
成
し
ま
す
。

⃝

対
象
（
次
の
①
～
④
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
す
る
こ
と
）

① 

夜
間
（
17
時
以
降
）
に
人
工
透
析
を
１

か
月
間
に
５
回
以
上
受
け
て
い
る
こ
と
。

② 

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

③ 

通
院
距
離
（
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で

の
距
離
）
ま
た
は
通
院
費
用
が
次
の
ア
か
ら

ウ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

ア 

自
家
用
車
の
場
合
、
通
院
距
離
が
片
道

10
㌔
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ 

公
共
交
通
機
関
使
用
の
場
合
、
１
か
月

２
千
円
以
上
の
運
賃
の
負
担
を
し
た
こ
と
。

ウ 
タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合
、
領
収
書
に
基

づ
き
１
か
月
２
千
円
以
上
の
負
担
を
し
た
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

④ 

そ
の
他
＝
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

⃝

申
請
窓
口
＝
八
女
市
役
所
福
祉
課
し
ょ
う

が
い
者
福
祉
係

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
社
会
福
祉
課
高
齢
・
障
が

い
福
祉
係
（
☎
２
2
・
６
９
７
１
）

平
成
29
年
度
福
岡
県
腎
臓
疾
患
患

者
福
祉
給
付
金（
後
期
分
）の
支
給

　
博
多
華
丸
さ
ん
、
富
田
靖
子
さ
ん
Ｗ
主
演
の
映
画｢

め
ん

た
い
ぴ
り
り｣

の
撮
影
が
八
女
市
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

映
画
は
、
味
の
明
太
子
で
知
ら
れ
る
ふ
く
や
の
創
業
者
川
原

俊
夫
氏
を
モ
デ
ル
に
し
た
映
画
で
、
当
日
は
博
多
山
笠
が
疾

走
す
る
シ
ー
ン
等
が
撮
影
さ
れ
ま
す
。
こ
の
撮
影
に
際
し
て

観
客
等
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

次
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

映
画『
め
ん
た
い
ぴ
り
り
』

エ
キ
ス
ト
ラ
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
スhttps://goo.gl/ijHW

9a

⃝

撮
影
日
時
＝
３
月
24
日
㈯

※
雨
天
の
場
合
は
翌
３
月
25
日
㈰

⃝

時
間
＝
14
時
～
19
時
（
予
定
）

⃝

撮
影
場
所
＝
八
女
市
内

⃝

撮
影
内
容
＝
博
多
祇
園
山
笠
の
シ
ー

ン

⃝

募
集
内
容
＝
観
客
役
（
老
若
男
女
）

※
参
加
者
に
は
特
製
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

『
め
ん
た
い
ぴ
り
り
』
と
は
？ 

　
昭
和
30
年
代
の
博
多
を
舞
台
に
、
明
太
子
づ
く
り
に
情

熱
を
傾
け
た
男
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
の
人
情
物
語
と
し

て
、
２
０
１
３
年
に
テ
レ
ビ
西
日
本
開
局
55
周
年
を
記
念
し

て
制
作
・
放
送
さ
れ
大
反
響
を
呼
ん
だ
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
。
博
多

の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
共
感
を
呼
び
、
国
内
21

局
で
放
送
さ
れ
、
さ
ら
に
は
海
を
渡
っ
て
海
外
で
も
放
送
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
続
編
『
め
ん
た
い
ぴ
り
り
2
』
や
舞
台
版

が
制
作
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
多
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
に

至
っ
て
い
る
。

映
画
「
め
ん
た
い
ぴ
り
り
」

八
女
撮
影
時
の
エ
キ
ス
ト
ラ
大
募
集
！

専用ＱＲコード



　　　
滞
納
者
宅
等
の
捜
索
に
よ
り
差
し

押
さ
え
た
財
産
（
電
化
製
品
、貴
金
属
、

骨
と
う
品
、
酒
類
、
日
用
品
等
）
を
入

札
や
せ
り
売
り
で
売
却
し
、
滞
納
税
に

充
て
る
た
め
の
手
続
き
の
こ
と
で
す
。

　

  

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
は
、
①
購
入
代
金
（
現
金
の
み
）、

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）、
③
印
鑑
（
認
印
可
、
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
未
成
年
の
入
札
参
加
に
は
制
限
が

あ
り
ま
す
。（
保
護
者
の
同
意
書
が
必

要
で
す
）

▽
代
金
納
付
期
限
は
午
後
3
時
で
す
。

▽
配
達
・
配
送
は
行
い
ま
せ
ん
。
物
件

搬
出
は
落
札
者
自
身
で
午
後
３
時
30

分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
滞
納
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
出
品

が
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
ブ
ラ
ン
ド
名
や
作
者
名
、
焼
き
物
の

名
称
等
の
記
載
は
、
本
物
で
あ
る
こ
と

を
保
証
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
電
化
製
品
等
に

つ
い
て
も
、
動
作
や
品
質
を
保
証
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
出
品
物
は
、
た
と
え
新
品
で
あ
っ
て
も

中
古
品
扱
い
と
し
ま
す
。
保
証
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
代
金
納
付
後
は
返

品
・
返
金
等
で
き
ま
せ
ん
の
で
入
札
の

際
は
状
態
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
当
該
差
押
物
件
の
関
係
者
は
公
売

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▽
経
年
劣
化
や
汚
れ
、
傷
等
が
あ
る

物
件
も
あ
り
ま
す
。
現
物
を
よ
く
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
公
売
物
件
の
見
積
価
額
（
最
低
公

売
価
格
）は
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
八
女
市
役
所
納
税
課

（
☎
２
３
・
２
６
６
６
）

当
日
は
、（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）
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◉日時＝平成30年3月10日土
12時30分開場　入場無料
○入札 13時～13時２０分※１回のみ
○せり売り 13時30分～（20分程度）　

◉場所＝八女市総合体育館
　　　　（八女市馬場434番地）

◦
公
売
会
の
参
加
方
法

◦
注
意
事
項

STOP! 滞納

税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
し
ま
す

◦
公
売
会
と
は

 
八
女
市
単
独
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

総数約 140 点
お隣の広川町も

出品します！

◦
問
い
合
わ
せ
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
法
律
で
定
め
た

規
定
価
格
に
直
近
の
物
価
や
賃
金
上
昇
率

な
ど
を
勘
案
し
て
、
そ
の
年
度
に
見
合
っ
た

価
格
水
準
に
調
整
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
保
険
料
は
月
額
１
６
３
４
０
円
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
30
年
３
月
ま
で

は
１
６
４
９
０
円
で
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
１
年
分

の
「
納
付
書
」
に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
ま
す
。
納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
が
、
事
前
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
を
「
受
給
資
格
期
間
」
と
い
い
、

次
の
①
～
⑦
を
合
計
し
た
期
間
が
10
年
※

（
１
２
０
月
）
以
上
必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

②
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
等
の
加
入
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

④
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
を
受
け

た
期
間

⑤
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
納
付
（
一
部
免

除
を
受
け
た
）
期
間

⑥
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間

⑦
海
外
在
住
な
ど
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
期
間

※
平
成
29
年
８
月
か
ら
年
金
機
能
強
化
法

改
正
に
よ
り
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

は
、
希
望
す
れ
ば
最
大
70
歳
に
な
る
前
月
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
は
、
保

険
料
の
納
付
月
数
や
納
め
た
額
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
全
て
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
が
４
８
０
月
（
40
年
）
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額「
１
６
３
４
０
円｣

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は

平
成
30
年
４
月
か
ら
の

４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
以
下
「
保
険
証
」）
の
有
効
期
限
は

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
１

日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険
証
を
、
３
月

中
旬
か
ら
各
世
帯
に
簡
易
書
留
郵
便
で
お

送
り
し
ま
す
。
今
回
の
保
険
証
は
国
民
健
康

保
険
の
運
営
が
八
女
市
か
ら
福
岡
県
に
広
域

化
さ
れ
る
た
め
、
平
成
31
年
７
月
31
日
ま
で

１
年
４
か
月
使
用
し
ま
す
。
同
年
８
月
１
日

か
ら
は
、
翌
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

有
効
の
保
険
証
に
な
り
ま
す
の
で
、
毎
年

７
月
に
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
が
届
い
て
か
ら
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
転
入
や
転
出
、
社
会
保
険

へ
の
変
更
な
ど
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
が
必
要
な
方
は
、
お
手
続
き
に
29

年
度
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
と
30
年
度
（
緑
色
）

の
２
枚
の
保
険
証
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
福
祉
課

★期限内の納付が難しい場合は納税課、市民課国保年金係または
各支所窓口へご相談ください。
★短期被保険者証が交付されている世帯や国保税が未納の世帯
は、３月の更新の際に保険証が郵送されません。
★開庁日は、いつでも納税相談を実施していますので、ご相談
に来庁ください。

督促手数料を納めなければなりません。また、延滞金を
徴収される場合があります。

督促状などが送付されます

有効期間が短い「短期被保険者証」が交付されます。
納税相談による計画的な納付と国保税の未納期数に応じ
て保険証の有効期間が決まります。

さらに納めないでいると･･･
保険証の有効期間が短くなります

資格証明書は、国保の資格があることを証明するものです。
交付されると、医療費をいったん全額（10 割）自己負担し、
領収書を添えて国保の窓口へ給付申請する必要があります。

1年以上滞納すると･･･
被保険者資格証明書が交付されます

差し止められた保険給付が、滞納している保険税に充てら
れます。※保険給付とは、国保によって支給される療養費、
高額療養費、葬祭費などをいいます。

1年6か月以上滞納すると･･･
保険給付が一時差し止められます

保険税を納めないでいると、未納の期間によって次のような
措置がとられます。

保険税は納期内に納めましょう 　国　保

年　金

▼

▼

▼

国民年金保険料の現金
（納付書）による２年前
納が始まりました。なお、
現金（納付書）での２年
前納については、事前
に年金事務所で申請が
必要です。申請後に２
年前納用納付書が送付
されます。

現金（納付書）での納
付による２年前納は
事前申請が必要です

⃝問い合わせ
久留米年金事務所
国民年金課
☎ 0942・33・6206
市民課国保年金係　
☎ 23・1116
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✿期間＝3月24日土～ 4月1日日
✿会場＝城山公園一帯ほか

くろぎさくら祭り

観
光
物
産
交
流
施
設
「
杣
の
さ

と
」
で
や
べ
春
ま
つ
り
を
開
催
！

　

矢
部
地
区
観
光
物
産
交
流
施
設
「
杣

の
さ
と
」で
、
や
べ
春
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。（
杣
の
さ
と
は
２
周
年
の
誕
生
祭

も
同
時
開
催
で
す
）
大
人
気
の
蒸
し
た

て
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
を
は
じ
め
、
特
産

物
等
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
花
の
女
王

と
呼
ば
れ
る
気
品
高
い
「
筑
紫
し
ゃ
く

な
げ
」
の
展
示
即
売
、
ま
た
、
い
ち
ご

な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
も
行
い

ま
す
。
日
向
神
ダ
ム
周
辺
の
千
本
桜
も

皆
さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
春
の

矢
部
村
へ
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経
済

課
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

やべ春まつり

　城山公園一帯で「くろぎさくら祭り」を開催します。
咲きほこる約2000本の桜をお楽しみください。
✿内容＝▽夜桜ライトアップ
◦期間＝３月24日㈯～４月1日㈰
◦時間＝日没～ 21時
◦場所＝城山公園一帯（猫尾城跡）
※期間は桜の開花状況により変わる場合があります。
▽ヒューマンパフォーマンスショー
◦日時＝４月1日㈰10時～
◦場所＝黒木体育館
▽ソフトミニバレーボール大会
◦日時＝４月1日㈰９時～
◦場所＝黒木中学校体育館・黒木小学校体育館
※会場周辺では「だご汁」、「焼き鳥」などが味わ
えるほか露店が立ち並びます。
✿問い合わせ＝くろぎ起源会
　（☎080・2694・1336）

✿期間＝3月23日金～ 4月8日日
✿会場＝ほたると石橋の館ほか

桜と石橋まつり

　３月下旬から４月上旬にかけて上陽町北川内公
園の桜が見ごろになります。約600本の桜と石橋の
コントラストをお楽しみください。
✿期間＝３月23日㈮～４月8日㈰
✿場所＝ほたると石橋の館・ホタルと石橋の里公園
✿内容＝

【まつりイベント】3月31日㈯・4月１日㈰10時～16時
▽特産品販売・露店
▽各種ステージイベント

【夜桜ライトアップ】 3月23日㈮～4月8日㈰18時～22時 
※夜桜ライトアップ期間は桜の開花状況により変わ
る場合があります。
※各種イベントは都合により変更になる場合があり
ます。
✿問い合わせ＝八女観光協会上陽支部事務局

（上陽支所建設経済課内　☎54・2219）

✿
期
間
＝
３
月
31
日
㈯
～

４
月
８
日
㈰

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
地

区
観
光
物
産
交
流
施
設「
杣

の
さ
と
」
八
女
市
矢
部
村

矢
部
３
２
７
７
番
地
１

矢部

黒木
上陽

　

げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
で
は
、
未
就
学
の
お
子

さ
ま
を
対
象
と
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
（
ペ

ダ
ル
の
無
い
自
転
車
）の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス

感
覚
や
運
動
神
経
の
向
上
に
効
果
が
期
待
さ

れ
、
自
転
車
に
早
く
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
笑
顔
あ
り
！
涙
あ
り
！
親

子
の
思
い
出
に
熱
い
1
日
を
げ
ん
き
館
お
お
ぶ

ち
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

日
時
＝
３
月
18
日
㈰ 

９
時
～
16
時

⃝

会
場
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド

⃝

定
員
＝
先
着
１
５
０
人（
３
歳
ク
ラ
ス
50
人
、

４
歳
ク
ラ
ス
50
人
、
５
～
６
歳
ク
ラ
ス
50
人
）

⃝

申
込
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス（
O
４
５
・
１
５
５
７
）

か
メ
ー
ル（
Qgenkikanoobuchi@

gm
ail.com

)
⃝

申
込
締
切
＝
3
月
10
日
㈯
ま
で

⃝

参
加
費
＝
千
円
（
保
険
料
等
諸
費
用
込
み
）

⃝問い合わせ
＝同館（☎ 24・8217
　　　　/ O45・1557）

第
２
回
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク

げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
カ
ッ
プ

3/18
㈰ 

参加者
大募集

参加賞も
あるよ
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平成30 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

春の星座と星空を、星空案内人が楽しくご案内します！
クイズ大会や楽しいワークショップもありますので、
お気軽にご参加ください。
★ワークショップ（14:00)
　　手作り望遠鏡教室　参加費 500 円
　　水ロケット教室　　
★星野名物大鍋だご汁ふるまい（17:00)
　　先着 200 人
★星のクイズ大会（18:00)
　　クイズに答えてすてきな商品を GET!
★星のお話（18:30)
　　関崎海星館 川田館長　　　
★星空観望会（19:30)
★場所＝星のふるさと公園「平和の広場」
※詳しくは HP を御覧ください
http://www.hoshinofurusato.com

　

八
女
新
茶
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
八
女

商
工
会
議
所
、福
岡
県
茶
業
青
年
の
会
等
）

主
催
の
第
３
回
「
八
女
茶
娘
ク
イ
ー
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
八
女
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
八
女

茶
」
の
お
い
し
さ
を
、
日
本
全
国
そ
し
て

海
外
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
八
女
茶
娘
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス

ト
の
参
加
者
（
八
女
茶
娘
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
八
女
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

開
催
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
10
時
～
17
時 

※
悪
天
候
の
場
合
５
月
６
日
㈰
に
順
延
。

⃝

会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
駐
車
場
内
特

設
会
場

⃝

応
募
締
切
＝
３
月
19
日
㈪
必
着

⃝

表
彰
＝
第
３
回
八
女
新
茶
ま
つ
り
の
来

場
者
に
よ
る
投
票
で
決
定
し
ま
す
。

【
八
女
茶
娘
ク
イ
ー
ン
】（
１
人
）
賞
状
、

賞
金
10
万
円

【
八
女
茶
娘
準
ク
イ
ー
ン
】（
２
人
）
賞
状
、

賞
金
３
万
円

【
八
女
茶
娘
賞
】（
若
干
名
）
副
賞
・
八

女
特
産
品

⃝

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人
①
県
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通

学
し
て
い
る
人
②
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
、
高
校
生
以
上
（
未
成
年
者
は
保
護

者
の
同
意
書
が
必
要
で
す
）

※
未
婚
・
既
婚
は
問
い
ま
せ
ん
。
モ
デ
ル

な
ど
専
属
契
約
の
あ
る
人
、
ほ
か
の
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

⃝
主
な
仕
事
＝
「
お
い
し
い
八
女
茶
」
の

Ｐ
Ｒ
や
11
月
23
日
に
行
な
わ
れ
る
「
全
国

一
斉
お
茶
い
っ
ぱ
い
の
日
」
等
の
休
日
に

行
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
そ
の
他
八
女
市

内
外
の
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
従
事

⃝

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
、
電
話
番

号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
趣
味
、
自
己

Ｐ
Ｒ
（
２
０
０
字
程
度
）、
を
記
入
の
上
、

上
半
身
の
写
真
を
１
枚
（
本
人
の
み
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
裏
面
に
住

所
氏
名
を
記
入
）
同
封
し
、
八
女
商
工
会

議
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
同
意
書
も

提
出
く
だ
さ
い
。
応
募
写
真
は
返
却
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⃝問い合わせ＝星のふるさと（☎ 31・5588）

星の夜空はエレガント

星空大観望会開催
日時：３月17 日㈯
場所：星のふるさと公園「平和の広場」

八女茶娘
クイーンコンテスト

2018

第3回

参加者
募集中

⃝

応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会
議

所
〒
八
女
市
本
村
４
２
５-

22-
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消費生活
そうだん

㊴

　

国
内
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
額

は
50
兆
円
を
超
え
、
一
人
当
た
り
の
平

均
保
有
枚
数
は
３
枚
と
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
不
正
使
用
被
害
も
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
不
正
使
用
の
主
な
手
口
と
対
策

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
実
在
す
る
金
融
機
関
な
ど
の
正
規
の

メ
ー
ル
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
装
い
、
カ
ー

ド
番
号
や
暗
証
番
号
を
入
力
さ
せ
る
手

口
で
す
。
銀
行
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

社
が
メ
ー
ル
で
口
座
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
番
号
、
暗
証
番
号
な
ど
を
確
認
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な

問
い
か
け
の
メ
ー
ル
に
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
メ
ー
ル
本
文
中
の
リ
ン
ク
は

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
る
危

険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ク
リ
ッ
ク
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
に

登
録
し
て
い
る
正
規
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ク

セ
ス
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
事
業
者
の
サ
ー
バ
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
う
け
、
保
存
さ
れ
た
カ
ー
ド
情
報
が

盗
ま
れ
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
自
体
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
使
用

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
！

個
人
で
防
御
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
な
ど
で
は
、
カ
ー

ド
情
報
は
登
録
せ
ず
、
そ
の
都
度
入
力

す
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
盗
ま
れ
た
り
紛
失
し
た
り
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
不
正
使
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

速
や
か
に
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
、
カ
ー

ド
の
利
用
停
止
を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

警
察
に
紛
失
届
け
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
不

正
使
用
さ
れ
た
請
求
を
カ
ー
ド
会
社
に

止
め
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
は
、
利
用
者

本
人
の
カ
ー
ド
の
管
理
の
仕
方
に
よ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
「
家
族
や
交
際
相
手
が

自
分
の
カ
ー
ド
を
持
ち
出
し
て
利
用
し

た
」
と
い
う
場
合
、
利
用
者
本
人
の
管
理

が
不
適
切
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
、
原
則
と

し
て
請
求
を
止
め
て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

た
と
え
親
し
い
間
柄
で
も
、
カ
ー
ド
を
簡

単
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
な
管
理
方
法
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

※
常
日
頃
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
明
細
は
注
意
し
て
確
認
す
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

◆
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

ろ
う
梅
の
香
り
に
足
を
と
ど
め
け
り

　
　
　  

松
延
み
さ
と

昨
夜
の
雨
含
む
冬
菜
の
瑞
々
し

　
　
　
　
　
　
　     

井
上
ト
シ
子

申
し
訳
程
の
七
草
か
ゆ
す
ゝ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　       

牛
島  

景
子

い
っ
せ
い
に
園
児
飛
び
つ
く
ど
ん
ど
餅

　
　
　
　
　
　
　
　        

堤 

多
鶴
子

八
女
紫
苑
句
会

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

新
年
や
ま
た
も
北
の
字
続
く
や
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

吉
泉  

守
峰

新
ペ
ー
ジ
生
き
る
証
の
初
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　      

松
尾
ア
サ
子

卒
寿
得
て
縁え
ん

よ
り
拝
す
初
日
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

野
崎 

万
智
子

賀
状
来
る
縁え
に
しの

数
を
思
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

寺
田 

睦
子

城
山
の
抱
く
学
び
舎
初
御
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

青
木
早
弓

御
取
越
僧
侶
の
肩
に
陽
の
射
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
尾
満
留
美

若
者
の
夢
を
弾
く
や
成
人
式

　
　
　
　  

　
　
　
　      

東
野 

蓉
子

◆
サ
イ
バ
ー
攻
撃

◆
盗
難
・
紛
失

『

　美味しい玉露を淹れて

　八女茶の良さを伝えたい
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3月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
  　　　　　　  土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

13

♥本館＝3日、10日、１7日、24日
　31日　おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝3日㈯10時30分～
　 　おはなしコーナー

3月のあかちゃんよみきかせ

0 ～2歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館　4日㈰、17日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　24日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
開
催

立
花
分
館
と
黒
木
分
館
で

開
催
し
ま
す
。
持
ち
帰
り
用

の
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　　

３
月
３
日
㈯
、
４
日
㈰

10
時
～
15
時
。（
な
く
な
り

次
第
終
了
）

「
第
16
回
八
女
市
働
く
女
性

の
家
・
立
花
公
民
館
ま
つ
り
」

に
あ
わ
せ
て
行
う
雑
誌
等
の

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

※
4
日
㈰
に
は
移
動
図
書

館
車
「
ゆ
め
み
ら
い
号
」
も

や
っ
て
き
て
、
こ
ち
ら
で
の

貸
し
出
し
も
で
き
ま
す
。

　

３
月
3
日
㈯
～
19
日
㈪

9
時
～
17
時
30
分
（
な
く

な
り
次
第
終
了
）

　

図
書
館
で
使
用
し
な
く

な
っ
た
本
や
雑
誌
を
お
譲
り

し
ま
す
。
持
ち
帰
り
用
の
袋

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

立
花
分
館

黒
木
分
館

住
所
・
氏
名
等
が
変
わ
っ
た
ら
、
届
出
が
必
要
で
す

　
春
に
な
り
、
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
季
節
で
す
。
図

書
館
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
方
の
中
で
、
住
所
や
氏
名
等
が
変

わ
ら
れ
た
方
は
、
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い

住
所
、
氏
名
等
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）

と
利
用
カ
ー
ド
を
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
八
女
市
、
筑
後
市
、
広
川
町
以
外
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
る

方
は
、
利
用
カ
ー
ド
を
返
却
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
5 ㈪ ,12 ㈪ ,19 ㈪ ,21 ㈷ ,26 ㈪ ,30 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5 ㈪ ,12 ㈪ ,19 ㈪ ,26 ㈪ ,30 ㈮図書館の休館日

3月

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

6 ㈫ ,13 ㈫ ,20 ㈫ ,21 ㈷ ,27 ㈫ ,30 ㈮

★3月の館内整理日は30日㈮★

『

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

大籠さん（右）は県立八女農業高
校非常勤講師の24歳。同じく福岡
県大会で決勝進出を果たした同
校２年の岡田愛海さん（左）と。岡
田さんは校内の玉露同好会副部長
としても活躍中。「今後も生徒た
ちと八女茶の良さをPRしていきた
いですね」と大籠さん。

　
１
月
に
福
岡
市
で
開
か
れ
た
第
12

回
全
国
玉
露
の
淹
れ
方
コ
ン
テ
ス
ト
福

岡
県
予
選
会
で
優
勝
し
た
大
籠
千
尋

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
コ
ン
テ
ス
ト
は
昨
年
に
引
き
続
き
２

度
目
の
出
場
で
、
は
じ
め
は
生
徒
の
応

援
も
兼
ね
て
の
参
加
で
し
た
が
、
淹
れ

方
を
練
習
す
る
う
ち
に
そ
の
奥
深
さ
を

知
り
ま
し
た
。
福
岡
予
選
会
は
50
人

が
参
加
す
る
中
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
番
で
は
『
急
須

を
振
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
』
を

心
が
け
、
昨
年
９
月
に
亡
く
な
っ
た
祖

父
に
美
味
し
い
玉
露
を
届
け
た
い
と
の

思
い
で
心
を
込
め
て
淹
れ
ま
し
た
。
　

　
2
月
12
日
に
京
都
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
本
戦
に
は
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。
課
題
茶
で
あ
る
京
都
の

玉
露
は
八
女
に
比
べ
て
渋
味
が
少
な
く

甘
さ
が
印
象
的
だ
と
感
じ
、
よ
り
低
温

で
ゆ
っ
く
り
と
抽
出
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。
上
位
入
賞
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
関
係
者
の
方
々

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
玉
露

に
は
産
地
ご
と
の
特
徴
、
良
さ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
経
験
で
八
女

の
玉
露
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
私
た
ち
の
故
郷
が
全
国
を
代

表
す
る
茶
の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

　
美
味
し
い
お
茶
を
淹
れ
る
こ
と
で
、

家
族
や
大
切
な
人
た
ち
と
、
そ
の
美
味

し
さ
や
感
謝
の
気
持
ち
、
大
事
な
時
間

を
共
有
で
き
る
気
が
し
ま
す
。
今
後
も

お
茶
の
淹
れ
方
の
研
鑽
を
重
ね
な
が
ら

様
々
な
機
会
で
八
女
茶
の
良
さ
を
広
げ

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　美味しい玉露を淹れて

　八女茶の良さを伝えたい

京都の全国大会本戦では、祖
母の着物で出場しました。

全
国
玉
露
の
淹
れ
方
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
で
優
勝 

大
籠 

千
尋
さ
ん（
国
武
）

109

3月のよみきかせ
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朝
倉
市
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

行
っ
て
ま
ず
気
付
い
た
こ
と
は
、
テ

レ
ビ
で
見
る
よ
り
ず
っ
と
被
害
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
面
は
泥

が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
い
た
る
と
こ

ろ
で
土
砂
く
ず
れ
が
お
き
、
た
く
さ

ん
の
家
が
崩
壊
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
景
色
を
見
て
、「
朝
倉
の
人
を
助
け

な
き
ゃ
。
早
く
元
の
朝
倉
市
に
し
た

い
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
作
業
内
容
は
、
す
で
に
は
が
し
て

あ
っ
た
床
を
運
ん
で
、
そ
の
床
の
骨

組
み
に
つ
い
て
い
た
砂
や
泥
を
ブ
ラ

シ
で
き
れ
い
に
落
と
す
こ
と
で
し
た
。

同
じ
姿
勢
で
ず
っ
と
同
じ
作
業
だ
っ

た
の
で
根
気
の
い
る
き
つ
い
作
業
で

し
た
。
休
け
い
中
に
は
、
那
珂
川
町

か
ら
来
ら
れ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
と
た
く
さ
ん
お
話
を
し
ま
し
た
。

部
活
の
こ
と
…
世
間
話
…
人
見
知
り

な
私
に
は
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
私
た
ち
と
全
く
違
う
場
所
に
住
ん

で
い
て
も
、
被
災
者
の
方
を
助
け
た

い
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
ち
、
同
じ

経
験
を
す
れ
ば
、
自
然
と
仲
良
く
な

る
こ
と
、
な
ん
か
心
が
ほ
っ
と
す
る
こ

と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
き
つ
い
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
被
災
者
の
方

が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
あ

り
が
と
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
私
は
素
晴
ら
し
い
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
人
の
役
に
立
つ
こ
と
の

達
成
感
。
人
を
笑
顔
に
さ
せ
る
こ
と

の
喜
び
。
私
の
人
生
に
お
い
て
た
く

さ
ん
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

※
こ
の
活
動
は
、
社
会
教
育
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
立
花
地
区
中

高
生
講
座
の
中
で
、
参
加
生
の
要
望

を
受
け
、
市
職
員
引
率
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
朝
倉
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
29
年
11
月
現
在
、

延
べ
四
万
五
千
人
を
超
す
ご
協
力
に

よ
り
被
災
者
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
家
屋
へ
の
支
援
依
頼
が

減
っ
て
き
た
た
め
、
事
前
登
録
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
し
か
し
い
た
る
と
こ
ろ
で
道
路

や
河
川
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
農
家
の
営
農
再
開
に
は
継

続
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。
各
地
で

様
々
な
団
体
が
復
興
に
向
け
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
息
の
長
い
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

14

　

平
成
29
年
7
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
は
、
福
岡
県
、
大
分
県
に
か
け
て

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
復
興
に
向
け
て
多
く
の
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
市
内
の
中
学
生
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
の
中
か
ら
1
人
の
感
想
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
中
学
生
の
み
な
さ
ん

は
、
被
災
地
の
被
害
状
況
に
驚
く
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
考
え

方
を
深
め
、
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

中
学
生
が
被
災
地
を
支
援

八
女
市
立
立
花
中
学
校

馬
場
か
ん
な
（
３
年
）

被
災
地
の
い
ま

災害ボランティアセンターにて

市
内
に
定
住
す
る
外
国
人
に
月

２
回
、
日
本
語
を
教
え
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
人
権･

同
和
教
育
課
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
☎
２
３・２
０
７
４
）

日
本
語
教
室
講
師
募
集

朝
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長　
北
嶋
雅
昭
さ
ん

たくさんの品物が並び、復興に
向けて賑わいを見せる直売所

いたるところで復旧工事が進められています（１月現在）

子

ど
も
の
笑
顔
を
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時　間 科　目 講　師

9:30~10:30 ①子ども子育て家庭の現状 やめっこ未来館
センター長 室園直美

10:30~12:00 ②対人援助の価値と倫理
「地域みんながサポーター」

地域子育て支援センター運営委員長
子育てアドバイザー 高田悦也さん

12:45~13:45 ③子どもの発達

やめっこ未来館
センター長 室園直美

13:45~14:45 ④保育の原理

14:45~15:45 ⑤ファミリー・サポート・セ
ンターオリエンテーション

⑥総合演習

　子どもたちの笑顔を地域の
皆さんで育んでいきませんか。
講座に興味・関心のある方な
ど、どなたでも参加できます。
全課程（6 回）を修了されると、
やめファミリー・サポート・セ
ンタ－の「まかせて会員」に
登録、活動ができます。
　講習会を受講される方は、
事前に申込が必要です。（託児
が必要な方は 1 週間前までに
お申し込みください）

星野村地域型　　子育てサポーター講習会
開催日＝ 3 月12 日㈪／場所＝星野公民館 音楽室

やめファミリー・サポート・センター
子

ど
も
の
笑
顔
を

み
ん
な
で
育
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う

子どもの預かり等、「子育ての援助
を受けたい人（おねがい会員）」と

「子育てのお手伝いができる人（ま
かせて会員）」が会員登録し、地
域の中で子育ての手助けを行い合
う会員組織のことです。

ファミリー・サポート・センターとは子育て中のこんな困っ
た時に利用できます♪

申込・問い合わせ

▽保育所（保育園）・学童保育所
への送迎および放課後の預かり
▽保護者の病気や短時間就労時
の預かり▽保護者が買い物等外出
の際の預かり

やめファミリー・サポート・センター
（八女市子育て支援総合施設や
めっこ未来館内）☎２３・１５４６
携帯０９０・７９８９・７１１４
携帯メール
 yame-famisapo@docomo.ne.jp

防
災
ラ
ジ
オ

は
受
け
取
っ

て
い
ま
す
か

　

３
月
14
日
㈬
午
前
11
時
ご
ろ
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
、

地
震
や
武
力
攻
撃
等
の
緊
急
情
報
の

伝
達
訓
練
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
防
災
ラ
ジ

オ
が
自
動
起
動
し
、最
大
音
量
で
「
こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

と
い
う
放
送
が
３
回
流
れ
ま
す
。
訓

練
で
す
の
で
お
間
違
え
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

（
※
）
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
等
の
緊
急
情
報
を
、

国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬

時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
消
防

防
災
係
（
☎
２
３・１
７
３
１
）

　

八
女
市
で
は
、
世
帯
主
を
対
象
に

防
災
ラ
ジ
オ
を
お
住
ま
い
の
エ
リ
ア

（
旧
市
町
村
）
ご
と
に
無
償
配
付
し

て
い
ま
す
。転
入
等
で
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
世
帯
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ラ
ジ
オ
の
故
障
に
関
す
る
こ
と
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
（
☎

２
３
・
１
１
１
０
）
ま
た
は
お
住
ま

い
地
域
の
各
支
所
総
務
課

　３月１日から７日まで、全国一斉に春
季火災予防運動が実施されます。寒さも
和らぎ、暖房器具を使う機会が減る一方
で、空気が乾燥し風の強い日が多くなり、
ひとたび火災が発生すると大火になる恐
れがあります。
　今年に入り、札幌市において高齢者が
入居する施設での火災により多数の人命
が失われました。当消防本部管内におい
ても、１月中に建物火災が２件発生し、１
人の尊い命が失われました。コンセント
回りのほこりを取り除き、たこ足配線はし
ない。住宅用火災警報器がまだ設置され
ていない家庭は設置するなど、家庭でで
きることから行いましょう。

防
災
ラ
ジ
オ
で
緊
急
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

春季火災予防運動
を実施します

八女消防本部
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

【
２
㎞
コ
ー
ス
小
学
生
男
子
】

①
宮
﨑
剛 

②
牛
嶋
勇
斗 

③
東
了
伍

【
２
㎞
コ
ー
ス
小
学
生
女
子
】

①
森
川
夢
結 

②
吉
田
葵
唯 

③
梅
崎
真
碧

【
２
㎞
コ
ー
ス
中
学
生
男
子
】

①
古
賀
響
紀 

②
吉
田
賢
亮 

③
大
坪
恒
輝

【
２
㎞
コ
ー
ス
中
学
生
女
子
】

①
酒
井
美
玖 
②
酒
井
梨
帆 

③
田
中
亜
衣

【
４
・
５
㎞
コ
ー
ス
一
般
男
子
】

①
大
坪
義
揚 

②
中
村
泰
二 

③
池
田
一
仁

【
４
・
５
㎞
コ
ー
ス
一
般
女
子
】

①
樋
口
咲
来 

②
中
村
彩
乃 

③
村
田
実
優

【
４
・
５
㎞
コ
ー
ス
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
】

①
藤
松
孝
宏 

②
中
野
良
二 

③
石
松
幸
夫

【
４
・
５
㎞
コ
ー
スマ
ス
タ
ー
ズ
女
子
】

①
鈴
木
晶
子 

②
本
山
さ
ゆ
り

③
橋
本
紀
江

【
８
㎞
コ
ー
ス
男
子
】

①
堤
昭
広 

②
髙
倉
優
人 

③
蓑
田 

泰
樹

【
８
㎞
コ
ー
ス
女
子
】

①
小
田
育
美 

②
藤
井
志
歩
子

③
藤
井
知
佐
子

　12 月に滋賀県で開催された
第 36 回全国高等学校弓道選抜
大会に八女市出身の中嶋真碧
さん（祐誠高校２年）が出場し
ました。団体競技男子の部に出
場し、結果はベスト８でした。

寒さにマケズ、走ったよ

べんがら村周辺で 1 月 28 日
㈰、「茶のくに・やめマラソン
大会」がありました。小雨交
じりのお天気でしたが、参加
者は力一杯走り抜けました。
結果は次のとおりです（敬称略）

第 37 回「茶のくに・
やめ」マラソン大会

　
２
月
２
日
㈮
、
福
島
小
学
校

の
児
童
か
ら
昨
年
７
月
九
州
北

部
豪
雨
へ
の
募
金
を
お
預
か
り
し

ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
福
島
小

学
校
の
運
営
委
員
会
が
１
月
中

旬
か
ら
約
２
週
間
、
福
島
小
学

校
の
児
童
に
募
金
を
呼
び
か
け
、

集
ま
っ
た
も
の
で
す
。
児
童
の
皆

さ
ん
は
「
同
じ
福
岡
県
に
住
む

被
災
地
の
皆
さ
ん
が
、
少
し
で
も

元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
と

募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の

思
い
や
り
の
心
が
こ
も
っ
た
募
金

を
被
災
地
に
届
け
て
く
だ
さ
い
」

と
募
金
を
西
島
民
生
教
育
長
へ

手
渡
し
ま
し
た
。
お
預
か
り
し
た

募
金
は
、
教
育
寄
附
金
と
し
て

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

福
島
小
か
ら
被
災
地

の
子
ど
も
た
ち
へ

弓道で全国大会ベスト 8

【
特
選
】

山
茶
花
の
に
ぎ
は
ふ
高
さ
繁
二
郎
　

　
　
　
　
　
　

          

松
尾 

貞
義

紅
葉
散
る
社
寺
の
呼
吸
に
合
は
せ
つ
つ　

　
　
　
　
　
　

          

堤 

多
鶴
子

ひ
そ
と
建
つ 

歌
碑
も
秋
寂
ぶ
も
の
の
う
ち　

　
　
　
　
　

              

堤 

多
鶴
子

【
佳
作
】

紅
葉
降
る 

城
跡
の
歴
史 

繙
か
む

　
　
　
　
　
　

          

牛
島 

景
子

四
阿
に 

杖
つ
き
憩
ふ 

冬
帽
子

　
　
　
　
　
　

           

城
戸
和
子

茶
の
花
は 

ア
ト
リ
エ
跡
地
と
も
知
ら
ず
　

　
　
　
　
　

              

穴
見 

ミ
キ
エ

黒
ぼ
こ
の
条
理
正
し
き 

冬
菜
畑

　
　
　
　
　
　

           

堤 

多
鶴
子

散
紅
葉 

虚
空
を
二
転
三
転
す

　
　
　
　
　
　

           

堤 

多
鶴
子

八女市文化祭句会吉
泉
守
峰 

選

11
月
19
日
㈰
坂
本
繁
二
郎

ア
ト
リ
エ
跡
・
八
女
公
園
周

辺
を
吟
行
し
ま
し
た
。
そ
の

入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

16
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八
女
地
区
安
全
運
転
運
行
管
理
者
協
議
会

（
福
島
成
孝
会
長
）
か
ら
１
月
31
日
㈬
、
反
射

材
付
き
タ
ス
キ
２
千
本
を
八
女
市
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、「
地
域

の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
福
島
会
長
か
ら
三
田
村
市
長
へ
目
録
と
反

射
材
付
き
タ
ス
キ
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
三
田
村

市
長
は
「
市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
タ
ス
キ
は
希
望
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
防
災
安
全
課
生
活

安
全
係
、
ま
た
は
各
支
所
総
務
課
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
防
災
安
全
課

生
活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　
福
岡
市
に
あ
る
ア
ク
ロ
ス
福
岡
匠
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
１
月
24
日
㈬
か
ら
28
日
㈰
ま
で
「
八
女
の
伝

統
工
芸
品
展
～
新
春 

匠
の
競
演
～
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
１
月
と
６
月
の
年
２
回
開
催

し
て
い
る
企
画
展
で
、
八
女
福
島
仏
壇
や
八
女
提

灯
を
は
じ
め
、
八
女
手
す
き
和
紙
、
八
女
石
灯

ろ
う
、
八
女
竹
細
工
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
が
展

示
さ
れ
、
各
工
芸
品
の
製
作
実
演
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
仏
壇
の
金
箔
押
し
、
提
灯
、
手

す
き
和
紙
の
は
が
き
作
成
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
１

階
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
八
女
茶
試
飲
会
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
11
月
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ

る
「
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
」

Ｐ
Ｒ
隊
の
サ
ラ
忍
マ
ン
と
く
の
い
ち
Ｏ
Ｌ
娘
が
訪

れ
、
八
女
の
伝
統
工
芸
品
や
全
国
大
会
の
Ｐ
Ｒ

活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
女
交
通
安
全
協
会
（
延
武
会
長
）
は
１

月
19
日
㈮
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
58
回
全

国
交
通
安
全
運
動
中
央
大
会
で
表
彰
を
受
け
、

そ
の
報
告
に
１
月
31
日
㈬
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
延
会
長
は
、「
こ
の
表
彰
が
、
八
女

地
区
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
三
田
村
市
長
は
「
最
近

で
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
、
子
ど
も

が
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
彰
を
機

に
、
さ
ら
に
市
民
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

交
通
事
故
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。
八
女
市
か
ら
交
通
事
故
を
な
く

す
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

八
女
の
伝
統
工
芸
品
展
が
開
催

八
女
交
通
安
全
協
会
が
全
国
表
彰

反射材付きタスキで交通安全

八
女
市
少
年
野
球
育
成
会

第
14
回 

駅
伝 

マ
ラ
ソ
ン
大
会

東
八
女
少
年
野
球
協
会

第
31
回 

マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
大
会

⃝

日
時
＝
２
月
4
日
㈰
◦
会
場
＝
宮
野
公
園
～

矢
部
川
遊
歩
道
コ
ー
ス
（
敬
称
略
）

⃝

日
時
＝
２
月
4
日
㈰
◦
会
場
＝
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
（
敬
称
略
）

【
駅
伝
】（
２
・
４
㎞
×
７
区
間
）
①
忠
見
ラ

イ
オ
ン
ズ
②
川
崎
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
③
ふ
く

し
ま
明
訓
【
駅
伝
区
間
賞
】
▼
１
区 

原
島
拓

真
（
川
崎
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
）
▼
２
区 

中
園

湧
月
（
忠
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
）
▼
３
区 

下
川
裕

聖（
ふ
く
し
ま
明
訓
）▼
４
区 

熊
添
藍
瑠（
八

女
嵐
）
▼
５
区 

山
本
悠
慎
（
川
崎
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
）
▼
６
区 

田
代
健
嗣
（
同
）
▼
７

区 

増
永
隼
人
（
忠
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
）

【
マ
ラ
ソ
ン
】
▼
２
年
生
以
下
①
高
山
晴
近 

②
樺
島
理
響 

③
牛
島
大
翔 

▼
３
年
生 

①

中
村
悠
助 

②
近
藤
亜
音 

③
増
永
蒼
大 

▼
４

年
生 

①
川
口
涼
生 

②
青
木
皇
太
朗 

③
吉
門

海
音 

▼
５
年
生 

①
下
川
大
心 

②
久
間
輝
祐 

③
川
田
颯
太 

▼
６
年
生 

①
幡
保
賢
太
郎 

②

東
了
伍 

③
川
口
登
生

【
マ
ラ
ソ
ン
】 

▼
３
年
生
以
下
（
１
・
２
㎞
） 

①
堤
蓮
斗 

②
江
藤
慶
承 

③
服
部
泰
河 

▼

４
・
５
年
生 

（
２
㎞
）
①
柴
原
琉
生 

②
坂
井

俊
介 

③
北
野
恭
平  

▼
６
年
生
（
３
・
２
㎞
） 

①
山
下
大
翔 

②
野
中
大
希 

③
妹
尾
拓
馬

【
駅
伝
】（
２
㎞
×
６
区
間
、
全
18
チ
ー
ム
、

５
年
生
以
下
）
①
本
分
ク
ラ
ブ
　
②
光
友

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
　
③
矢
部
メ
ッ
ツ
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◆
３
月
の
気
ぜ
わ
し
さ
に
要
注
意

　
年
度
末
は
新
し
い
年
度
や
生
活

を
迎
え
る
準
備
な
ど
、
何
か
と
変

化
が
あ
り
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
に
よ
る
気
温
の

変
化
も
、
身
体
の
体
調
を
整
え
て

い
る
自
律
神
経
に
影
響
を
与
え
て
、

倦
怠
感
・
頭
痛
・
め
ま
い
・
肩
こ
り
・

動
悸
・
不
眠
な
ど
様
々
な
症
状
が

出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
体
調
の
崩
れ
や
身
の
回
り
の
環

境
の
変
化
な
ど
で
心
身
へ
の
ス
ト
レ

ス
負
担
が
大
き
く
な
る
と
、
こ
こ
ろ

の
疲
れ
か
ら
う
つ
病
を
引
き
起
す
原

因
と
な
り
ま
す
。

　「
う
つ
病
」
と
い
う
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
や
す
い

で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
社
会
の
現
代
で

は
う
つ
病
は
決
し
て
め
ず
ら
し
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
約
15
人
に
１

人
が
一
生
の
う
ち
に
か
か
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
う
つ
病
か
ら
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

　
ス
ト
レ
ス
は
誰
で
も
多
か
れ
少
な

か
れ
自
覚
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
た
め

の
コ
ツ
を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
１
つ
目
は
こ
こ
ろ
の
不
調
と
し
て

の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
へ
の
気
づ
き
で

す
。「
最
近
よ
く
眠
れ
て
い
な
い
な
」

「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
た
な
」
と
い
う
の
を
そ
の
ま
ま

放
っ
て
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
２
つ
目
は
、ス
ト
レ
ス
原
因
と
な
っ

て
い
る
出
来
事
へ
の
気
づ
き
で
す
。

自
分
が
ど
の
よ
う
な
出
来
事
を
自
覚

し
て
い
る
の
か
に
気
づ
く
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

〈
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
工
夫
点
〉

◦
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
し
て
、
規
則

正
し
い
生
活
を
す
る

◦
安
眠
で
き
る
環
境
を
整
え
て
、
睡

眠
時
間
を
確
保
す
る

◦
ゆ
っ
く
り
と
入
浴
し
て
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る

◦
家
族
や
友
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る

◦
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
打
ち
込

め
る
時
間
を
つ
く
る

　
自
分
で
も
気
付
か
な
い
う
ち
に
ス

ト
レ
ス
を
た
め
込
ん
で
し
ま
う
人
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
心
と
体
が
無

理
を
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

が
ら
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈
お
知
ら
せ
〉

　
５
月
１
日
号
の
広
報
と
一
緒
に

「
こ
こ
ろ
の
健
康
自
己
チ
ェ
ッ
ク
票
」

を
各
世
帯
一
部
ず
つ
お
送
り
し
ま

す
。
結
果
を
見
て
少
し
無
理
し
て
い

る
と
感
じ
た
方
は
、
毎
月
の
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
日
や
健
診
時
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日
は
毎
月
広

報
15
日
号
の
健
康
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
か
ら

大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

３
月
は
１
年
の
う
ち
月
別
の
自
殺
者
数
が
最

も
多
い
月
で
す
。
福
岡
県
で
は
年
間
９
０
０
人

前
後
の
人
が
自
殺
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　地域の皆さまの身体に対する

悩みや不安を少しでも和らげてい

ただく総合健康講座です。予約

不要。参加無料。1時間程度。 

◦日時＝３月15日㈭ 15 時～

◦内容＝「大腸がんの手術が必

要と言われたら」　 

◦会場＝おりなす八女研修棟　

第 2 研修室　 

◦問い合わせ＝同病院診療支援

課（☎２３・４１３１）

公立八女総合病院　
総合けんこう講座 

県南筑後保健福祉環境事務所   女性の健康教室
◦日時＝ 3 月13日㈫ 14 時～ 16 時
◦会場＝福岡県柳川総合庁舎２階大
会議室（柳川市三橋町今古賀 8-1）
◦内容＝①講話「意外と多い女性の
頻尿・尿失禁～あなたの尿症状は治
る可能性があります～」講師：久留
米大学病院泌尿器科 陶山俊輔 先生
②交流・相談会
◦申込方法＝ 3 月9日㈮までに電話
で申し込み※参加無料
◦申込・問い合わせ＝県南筑後保健
福祉環境事務所 健康増進課健康増
進係（☎０９４４・７２・２１８５）

「福岡県不妊に悩む方への
特定治療支援事業」の
申請窓口が変わります
　平成 30 年 4 月2日から、福岡
県が助成する特定不妊治療 ( 体外
受精・顕微授精 ) の申請窓口が、
福岡県八女総合庁舎から福岡県柳
川総合庁舎へ変更になります。なお、
やむを得ない理由により八女総合庁
舎で申請を希望される方は、事前に
電話にてご相談ください。

◦問い合わせ＝県南筑後保健福祉
環境事務所 健康増進課 健康増進
係（☎０９４４・７２・２１８５）

けんこう講座等のお知らせ
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入
場
無
料
、
ど
な
た
で
も
入

場
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
14
日
㈬
14
時
開

演
、
13
時
30
分
開
場

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル 

※
平
日
の
た
め
八
女
市

役
所
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦
内
容
＝
【
１
部
】
中
島
聖
子
コ

ン
サ
ー
ト
【
２
部
】
深
町
宏
コ
ン

サ
ー
ト

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
退
職
教
職
員

協
会
八
女
支
会
（
☎
２
４
・
４
１

９
３
）

　

生
地
作
り
か
ら
行
い
ま
す
。
自

分
で
作
っ
た
ピ
ザ
が
、
石
窯
の
中

で
美
味
し
く
大
変
身
し
ま
す
。
で

き
た
て
の
ピ
ザ
を
大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
３
月
24
日
㈯
10
時
～

12
時
30
分

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
※
先
着
20

人
、
申
込
優
先

◦
場
所
・
申
込
＝
多
世
代
交
流

館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・
２

２
５
７
）

◦
日
時
＝
３
月
９
日
㈮
・
23
日
㈮
、

17
時
30
分
～
18
時
30
分

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
11
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

※
出
店
者
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
3
月
11
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
道
の
駅
た
ち
ば
な
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

農
福
連
携
と
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
々
が
農
業
に
関
わ
る
こ
と
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
の
農
産

物
や
農
産
物
加
工
品
を
、
広
く

皆
さ
ま
に
紹
介
・
購
入
い
た
だ
く

た
め
に
「
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
催
し
ま
す
。
障
が
い
者
就
労

支
援
事
業
所
で
作
ら
れ
た
農
産

物
や
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
そ
の

品
質
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
売

上
は
そ
こ
で
働
く
障
が
い
の
あ
る

方
々
の
工
賃
と
な
り
ま
す
。
※
主

催
・
福
岡
県
／
後
援
・
八
女
市
、

八
女
市
教
育
委
員
会
、
八
女
市

社
会
福
祉
協
議
会
）

◦
期
日
＝
3
月
11
日
㈰
11
時
～

15
時　

※
雨
天
決
行

◦
会
場
＝
八
女
公
園（
本
町
５
６
９
）

◦
内
容
＝
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売

◦
問
い
合
わ
せ
（
事
業
受
託
者
）

＝
陽
だ
ま
り
の
里
担
当
水
田
さ
ん

（
☎
３
０
・
３
０
６
８
）　

　

今
回
は
「
逆
境
！
そ
の
時
・・・
」

と
題
し
、
株
式
会
社
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
メ
ル
シ
ィ
春
林
昌
明
さ
ん
の

講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
３
月
13
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）☎
２
４・９
６
５
７

春
♪
そ
よ
風
コ
ン
サ
ー
ト

八
女
軽
ト
ラ
市

お
知

ら
せ

石
釜
で
焼
く
ピ
ザ
作
り

農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ
in
八
女

第
50
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
月
額
６
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　

お
子
さ
ん
に
世
界
で
た
っ
た
一

つ
の
手
作
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
せ
ん
か
。
西
公
民
館
で

は
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
（
自
動
糸
調

子
）
を
使
用
し
て
初
心
者
の
方
で

も
簡
単
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
作
れ
る
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
※
申
込
時

に
サ
イ
ズ（
90
～
140
）と
色（
レ
ッ

ド
・
ネ
イ
ビ
ー
）
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
託
児
希
望
の
方
は
、
事
前

申
込
が
必
要
で
す
。

◦
日
時
＝
３
月
24
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
場
所
＝
八
女
市
西
公
民
館

◦
定
員
＝
８
人
（
抽
選
）

◦
受
講
料
＝
無
料
※
生
地
・
材

料
費
１
０
８
０
円
（
税
込
）

◦
講
師
＝
㈱
ベ
ビ
ー
ロ
ッ
ク

◦
申
込
締
切
＝
３
月
７
日
㈬

※
日
・
祝
日
を
除
く

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

西
公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

Qyam
e_nishikoum

inkan@
 

w
it.ocn.ne.jp

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

西
公
民
館
講
座
「
子
ど
も
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
手
作
り
教
室
」

教
室
・
講
座

　日本折り紙ヒコーキ協会会長で紙飛行機の滞空
時間ギネス記録保持者の戸田拓夫さんに、紙飛行
機の折り方や飛ばし方を教えていただきます。
◦日時＝ 3 月11日㈰◦場所＝上陽北汭学園体
育館◦内容＝▽受付 10 時～ 13 時
▽午前～折り方・投げ方練習（スタッフが指導
します）▽ 13 時～チャンピオンの折り方教室
※午後からのみの参加でも結構です。
◦参加費＝ 500 円（要予約・定員 150 人）
⃝申込・問い合わせ＝ふるさとわらべ館

（☎５４・２４４２）

　大瀬橋架設 100 周年記念イベント。架設当
時の先人たちの熱い想いを共有しましょう。
◦日時＝ 3 月3日㈯

《午前の部》10 時～ 11時 45 分
◦場所＝大瀬橋周辺（バスで移動。9 時 40 分
までに「ほたると石橋の館」に集合ください）
◦内容＝神事・石橋探訪（馬場紘一さん案内）

《午後の部》13 時 30 分～ 16 時 30 分
◦場所＝ほたると石橋の館◦内容＝和太鼓童衆
演奏、ひふみよ橋を守る会報告会、大瀬橋架
設100 周年記念講演・山尾敏孝さん（工学博士）
◦主催＝八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会
◦問い合わせ＝ほたると石橋の館

（☎５４・２１５０）

世界チャンピオンの紙ヒコーキ教室

大瀬橋 架設100周年
記念・特別企画

Ｈ29年度市民との協働によるまちづくり提案事業

【「八女福島の燈籠人形」春の特別公演 ※観覧無料】⃝日時＝ 3 月4日㈰ ① 13:30 ～ ② 15:00 ～
⃝場所＝八女民俗資料館（八女伝統工芸館西側）⃝問い合わせ＝文化振興課（☎２４・８１６３）
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会◦
講
師
＝
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
お
よ

び
農
業
生
産
資
材
担
当
職
員

◦
応
募
期
間
＝
３
月
１
日
㈭
～
３

月
23
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ

く
お
か
八
女
農
業
振
興
課 

農
業

塾
担
当
近
本
さ
ん・許
田
さ
ん（
☎

２
３
・
１
３
７
８
）
※
月
～
金
曜

日
８
時
30
分
～
17
時

　

毎
月
１
回
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

◦
期
日
＝
毎
月
第
１
土
曜
日

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
11
時

◦
場
所
＝
み
ど
り
の
杜
（
立
野
）

◦
参
加
条
件
＝
材
料
代
３
０
０
円

（
初
回
の
み
）、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

１
個
（
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
用
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
浅
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
９
９
９
・
７
２
８

６
）
※
花
生
産
者
の
方
で
不
要
の

花
が
あ
れ
ば
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
・
職
場
・
学
校
な
ど
で

に
農
業
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
農
業
に
つ
い
て

「
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」、「
病
害
虫
が
出
た
け
ど

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
」
と
い
っ
た

疑
問
や
不
安
に
お
答
え
し
ま
す
。

◦
受
講
資
格
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
管
内
（
八
女
市
・
筑
後
市
・

広
川
町
）
に
お
住
ま
い
の
農
業
に

興
味
を
お
持
ち
で
、
農
業
基
礎

知
識
の
習
得
に
意
欲
の
あ
る
方

◦
期
間
＝
４
月
14
日
㈯
～
11
月

10
日
㈯
※
全
11
講
座
、
土
曜
日

の
９
時
～
12
時
（
月
１
～
２
回
）

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
就

農
支
援
セ
ン
タ
ー（
八
女
市
平
田
）

◦
定
員
＝
30
人
程
度
（
先
着
）

◦
受
講
料
＝
１
２
９
６
０
円
（
税

込
）
※
資
料
・
資
材
代
含
む

※
受
講
料
は
第
１
回
目
の
講
座

時
に
徴
収
し
ま
す
。
途
中
で
受

講
を
中
止
さ
れ
る
場
合
で
も
受

講
料
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。

◦
主
な
受
講
内
容
＝

▽
野
菜
栽
培
の
土
づ
く
り
か
ら

収
穫
ま
で
の
作
業
内
容
の
講
習

と
現
地
実
習 

▽
果
樹
栽
培
の
基

礎
全
般
の
講
習
・
現
地
視
察 
▽

花
き
栽
培
の
基
礎
全
般
の
講
習
・

現
地
視
察 

▽
八
女
茶
の
概
要
と

茶
栽
培
管
理
お
よ
び
お
い
し
い
お

茶
の
入
れ
方
講
座 

▽
水
稲
栽
培

の
講
習
と
お
い
し
い
炊
き
方
実
演

　

南
筑
後
地
域
環
境
協
議
会（
事

務
局
：
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
）
で
は
、
小
学
生
を

対
象
に
自
然
観
察
会
を
開
催
し

ま
す
。
春
の
森
へ
自
然
の
ふ
し
ぎ

を
探
し
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
３
月
17
日
㈯
９
時
30

分
～
12
時
30
分
（
予
定
）

◦
場
所
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

◦
内
容
＝
岩
戸
山
古
墳
周
辺
で

様
々
な
形
や
色
を
し
た
植
物
を

観
察
し
、
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
で
ど
ん
ぐ
り
工
作
を
行
い
ま

す
。
参
加
費
無
料

◦
定
員
＝
先
着
20
人　

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
３
月
12
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
（
☎
２
２
・
６
９
６
３
／
O
２

３
・
７
４
２
４
／
Qnanchiku-

hhe@
pref.fukuoka.lg.jp)

◦
日
時
＝
４
月
２
日
㈪

◦
見
学
先
＝
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル

工
場
、
熊
本
城
公
園
、
熊
本
ワ
イ

ン
、
田
原
坂
西
南
戦
争
資
料
館

◦
募
集
人
員
＝
47
人

◦
参
加
費
用
＝
６
５
０
０
円

◦
乗
降
場
所
＝
黒
木
町
お
よ
び
八

女
市
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
観
光
協

会
（
☎
４
２
・
９
１
９
０
）

　

人
生
を
よ
り
一
層
楽
し
む
た
め

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
今
こ
そ
農
業
塾
」
８
期
生

の
人
間
関
係
・
病
気
・
介
護
等

で
悩
み
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る

方
、「
精
神
対
話
士
」
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で

す
。
問
い
合
わ
せ
先
に
事
前
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
３
月
４
日
㈰
・
11
日
㈰
・

18
日
㈰
、
13
時
～
17
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
１
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
対
話
カ

フ
ェ
実
行
委
員
会
（
☎
０
９
４
２・

３
９
・
４
８
８
５
）

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
身
体
的
暴

力
だ
け
で
な
く
、怒
鳴
る
、脅
す
、

電
話
や
外
出
を
制
限
す
る
な
ど

も
暴
力
に
あ
た
り
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
窓
口
（
す
べ
て
の
窓
口
で

年
末
年
始
を
除
く
）
＝

▽
配
偶
者
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー

（
南
筑
後
）

☎
０
９
４
３・２
３・７
５
２
０（
月

曜
～
金
曜 

８
時
30
分
～
17
時
15

分
※
祝
日
除
く
）

▽
福
岡
県
あ
す
ば
る
女
性
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
１
２
６
６

（
９
時
～
17
時
、
金
曜
の
み
18
時

対
話
カ
フ
ェ

産
業
観
光
見
学
ツ
ア
ー

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談

　戦国時代、大友氏・龍造寺氏・
島津氏といった戦国大名たちのはざ
まにあって、南筑後で懸命に生き
残りをはかった蒲池氏と田尻氏の興
亡を、柳川市史編さん事業のなか
で明らかにされた研究成果をもとに
紹介します。受講料無料
◦日時＝３月17日㈯ 13 時 30 分～
15 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦講師＝白石直樹さん（柳川古文
書館学芸員）
◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付）
◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」
☎２４・３２００／O２４・３２１０

戦国時代の南筑後

 「いわいの郷」歴史講座
八女市岩戸山歴史文化交流館

春
の
「
ふ
し
ぎ
い
っ
ぱ
い
自
然

探
検
隊
」
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◦
募
集
人
員
＝
10
人
程
度

◦
修
業
年
限
＝
２
年

◦
願
書
受
付
＝
３
月
1
日
㈭
～

３
月
14
日
㈬

◦
試
験
日
＝
３
月
16
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
牟
田
医
師
会

看
護
専
門
学
校
（
☎
０
９
４
４
・

５
２
・
７
６
９
８
）

　

受
験
料
、
授
業
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
る
か
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◦
募
集
科
（
定
員
）
＝
▽
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
▽
板

金
・
溶
接
施
工
科
▽
住
環
境
Ｃ

Ａ
Ｄ
科
（
３
科
で
15
人
）

◦
募
集
期
間
＝
３
月
５
日
㈪
～
４

月
４
日
㈬

◦
試
験
日
＝
４
月
11
日
㈬

◦
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
（
☎
０
９

５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
、
再
就

職
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対

１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
費
用

無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

～
20
時
30
分
も
可
。　

▽
福
岡
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

相
談
電
話

☎
０
９
２
・
６
６
３
・
８
７
２
４

（
月
曜
～
金
曜 
17
時
～
24
時
、土・

日
祝
日 

９
時
～
24
時
）

▽
や
め
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
９
２
・
５
１
３
・
７
３
３
７

（
月
曜
～
金
曜 

10
時
～
17
時
）

※
祝
日
を
除
く

▽
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
９
２・５
７
１・１
４
６
２（
水

曜
・
木
曜  

17
時
～
20
時
、
金
曜

12
時
～
16
時
）
※
祝
日
を
除
く

▽
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
８
０
・
２
７
０
１
・
５
４
６

１
（
第
２
火
曜
12
時
～
16
時
、

第
４
火
曜
17
時
～
20
時
）
※
祝

日
除
く

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

准
看
護
科
三
次
試
験　応募に基づき登録し、必要に応じて

任用します。
◦応募資格＝「保育士証」の交付を受
けている人◦提出書類＝八女市臨時職
員登録申込書（八女市ＨＰからダウン
ロード可）、保育士証（写）◦募集期
間＝ 3 月１日㈭～ 3 月 15 日㈭◦任用
期間＝４月１日～９月 30 日（更新あり）
◦勤務形態＝週５日勤務・社会保険有

（市内公立保育所勤務）◦賃金＝日額
7400 円、2㌔以上通勤手当有（予定）
◦提出先・問い合わせ＝子育て支援課
こども未来係（やめっこ未来館内） ☎
２４・８８１４

試　

験

就
業
支
援

◦募集職種＝学校給食員
◦資格＝調理師または栄養士資格を有
する人
◦募集人員＝若干名
◦受付期間＝ 3 月１日㈭～ 3 月12日㈪
※土・日を除く。郵送の場合は、3 月
12日㈪必着
◦試験日＝ 3 月18日㈰
◦選考方法＝書類審査および面接
◦提出書類＝申込書（学校教育課に準
備）、資格証明書の写し
◦申込・問い合わせ＝学校教育課総務
係（☎２３・１９５４）

嘱託職員（学校給食員）募集

臨時職員（保育所保育士）募集

こぎん刺し体験と大人のためのかみしばい上演会

春色のガーゼストール草木染め体験

◦出店者＝地域おこし協力隊・前田◦日時＝3月23
日19時～（約1時間半）◦場所＝本町2-105◦参
加費用＝1000円◦予約＝問い合わせ先まで（3月
16日締切）◦飲み物とお菓子付

◦出店者＝地域おこし協力隊・近藤◦日時＝3月25
日13時～（約2時間半）◦場所＝おりなす八女研
修棟調理室◦持ち物＝エプロン、メモ帳、ペン、ゴム
手袋◦参加費用＝1500円◦予約＝問い合わせ先ま
で（3月20日締切）◦コーヒーとパウンドケーキ付

アロマを使ったリップ・
ハンドクリーム作り

◦出店者＝みずいろ◦
日時＝【3月】水曜日

午後を除く11時～18

時（約1時間）◦場所
＝本町179-1◦参加費
用＝3000円◦予約＝
070・4722・3216

自家製酵母を使ったパン教室
◦出店者＝まなび舎◦日時＝【3月】1、3、7、9、12、
14、16※11時～14時◦場所＝本町234◦持ち物
＝エプロン、タッパー、ペン◦参加費用＝3500円
◦予約＝seikhoudoku@gmail.com

ワークショップ

「八
は ち

姫
ひ め

お披
ひ

露
ろ

目
め

会
か い

」
を開催します
地域おこし協力隊が企画・事務局を務めるワークショッ
プ「八姫お披露目会」を八女福島で開催します。

町家で綺麗になろうメイク
アップ講座（ヘアセットと撮影付）

◦出店者＝川のじ町家和エス
テ◦日時＝3月18日10時
／11時30分／13時／14

時30分／16時◦場所＝本
町264◦参加費用＝6000
円◦予約＝問い合わせ先まで
（3月16日締切）

【問い合わせ】地域振興課　町並み景観係（☎ 24・8164
／Qhachihimeohiromekai@gmail.com）※メイクアップ
講座、こぎん刺し体験、草木染め体験の予約は、名前・連
絡先（電話番号・メールアドレス）を明記ください。
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【粟島神社大祭】◦日時＝ 3/3 ㈯ 10:00 ～
15:00 ◦場所＝六所宮境内粟島神社（羽犬塚）
◦問＝筑後市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【筑後七国観光フェスタ in タマスタ開業 2 周
年 記 念 】◦日時＝ 3/16 ㈮ 10:00 ～ 16:30、
3/17 ㈯・18 ㈰ 10:00 ～ 16:00 ◦ 場 所 ＝
HAWKS ベースボールパーク筑後◦問＝市商
工観光課（☎ 0942・65・7024）

【柳川雛祭りさげもんめぐり】
（柳川市観光案内所 ☎ 0944・74・0891）
　「柳川きもの日和」◦日時＝ 3/11 ㈰ 10:00
　～ 15:00 ◦場所＝柳川市観光案内所
　「おひな様水上パレード」◦日時＝ 3/18 ㈰
　11:00 ～ 12:20 ◦出発＝沖端水天宮付近

【第 4 回柳川おもてなし健康マラソン】
◦日時＝ 3/21 ㈷◦場所＝有明地域観光物産公
園発着◦問＝市生涯学習課スポーツ推進係（☎
0944・77・8837）

【第 36 回古賀政男記念「大川音楽祭」】
◦日時＝ 3/4 ㈰ 12:00 ～◦会場＝大川市文化
センター◦ゲスト＝鳥羽一郎、東亜樹◦問＝お
おかわセールス課（☎ 0944・85・5570）

【九州オルレみやま・清水コース一周年】
◦日時＝ 3/18 ㈰ 10:00 ～◦参加費＝ 1000 円
◦問＝商工観光課（☎ 0944・64・1523）

大川市

みやま市

柳川市

筑後市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　

シ
ニ
ア
の
就
職
を
支
援
す
る
た

め
開
催
し
ま
す
。
企
業
と
の
面
談

ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
専
門
相
談
員
が

皆
さ
ん
の
希
望
を
伺
う
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
よ
り

良
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
過
ご
す

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
「
ア

ラ
カ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
と
の
同
時
開

催
。
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
。

◦
対
象
＝
概
ね
60
歳
以
上
の
方

◦
日
時
＝
３
月
24
日
㈯
12
時
～

15
時
（
受
付
11
時
～
14
時
30
分
）

◦
場
所
＝
福
岡
国
際
会
議
場
５

階
国
際
会
議
室
（
福
岡
市
博
多

区
石
城
町
２
ー
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

清
潔
で
美
し
い
生
活
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
行

政
区
内
（
八
女
地
区
の
み
）
の

河
川
清
掃
（
散
乱
ご
み
の
回
収

を
含
む
）
が
３
月
中
に
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
河

川
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
次
の
対
応

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
、
生

ご
み
処
理
器
等
で
堆
肥
化
い
た
だ

く
か
、
十
分
水
切
り
を
行
っ
た
上

で
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
食
器
や
鍋
な
ど
に
付
着
し
た

４
３
２
・
２
５
４
０
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
（
事
前
登
録
必
要
）」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
４
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
３
月
17
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

油
な
ど
の
ひ
ど
い
汚
れ
は
、
紙
で

ふ
い
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
は
、

市
で
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
本

庁
環
境
課
も
し
く
は
各
支
所
の

環
境
担
当
課
へ
ご
持
参
（
平
日
の

み
）
い
た
だ
く
か
、
毎
月
第
４
日

曜
日
に
八
女
市
大
正
町
駐
車
場

で
行
っ
て
い
る
資
源
ご
み
の
拠
点

回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環
境
衛

生
協
議
会
（
環
境
課
）
☎
２
３
・

１
４
６
２

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
専
修

学
校
等
に
お
い
て
修
学
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
技
能
習

得
資
金
の
貸
与
を
行
う
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
①
中
学
校
・
高
等
学

校
の
新
規
卒
業
者 

②
高
等
学
校

等
を
中
退
し
た
人

◦
対
象
学
校
＝
指
定
さ
れ
た
専

修
学
校
・
各
種
学
校

◦
貸
与
単
価
＝
月
額
修
学
資
金

（
専
門
５
万
３
千
円
、
そ
の
他
３

万
円
）、
入
校
支
度
金
10
万
円

◦
申
請
期
限
＝
４
月
27
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課

（
☎
２
３
・
１
５
９
６
）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

３
月
は「
河
川
清
掃
運
動
月
間
」

福
岡
県
若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
貸
与
事
業

火災出火件数  3件 （3件）
救急出動件数 345件 （345件）
救急搬送人数 334人 （334人）

人身事故発生件数 38件 （38件）
傷　　者 48人 （48人）
死　　者 0人 (0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,580 (-47）
男 30,494  (+2)
女 34,086  (-49)

世帯数 24,688  (+11)
　※（　）内は前月比

出生 38 人 死亡 109 人
転入 167 人 転出 143 人

▼ 1 月の交通事故の状況

▼ 1 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（1月31日現在）

▼ 1 月の異動

納期限・口座振替日は4月2日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（9 期）
◦後期高齢者医療保険料（9 期）
◦住宅使用料（3 月）
◦保育料（3 月）

3月に
納める
もの

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
し
ご
と

合
同
説
明
会
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予約

無料法律相談
◦ 3 月15日㈭ 、4 月5日㈭／ 相談　 
　13:00 ～ 16:00 ／場所・法務局八　 
　女支局（収入等一定額以下等の条 
     件あり）※予約・法テラス福岡
　☎ 050・3383・5502
◦ 3 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
 ◦ 3 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 3月 23日㈮ 13:30～ 16:00／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 3 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦3月8日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画・生涯学習課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦3月20日㈫9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦3月2日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦3月1日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦3月13日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦3月7日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月5日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦3月16日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦3月9日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦3月7日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦ 3月7日㈬9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦3月14日㈬、28日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）

◦3月14日㈬、28日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦3月2日㈮13:00 ～ 15:00 ／八女商工
会議所 
定例税務相談会
◦ 3月12日㈪10:00 ～ 15:00 ／八女商

工会議所 
経営支援相談会
◦ 3 月 19 日㈪ 13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎ 22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦3月20日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦3月8日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦3月9日㈮・20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦3月22日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月
第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1～第4月曜日 14:30 ～16:00 ／南筑

後保健福祉環境事務所分庁舎（八女
総合庁舎）※予約☎0944・72・2176

性感染症検査　　と相談（無料）
◦ 毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保

健福祉環境事務所分庁舎（八女総
合庁舎）※予約☎0944・72・2812

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
◦ 毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦3月20日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市
消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委
員会☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事
務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平 日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
交通事故相談
◦         平日9:15 ～ 17:00 ／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話

（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年
金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／県青年司法書
士協議会（☎092・724・9505）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　  ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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と
き
君
１
歳
お
め
で
と
う
♡
す

く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！

大
好
き
だ
よ
♡

誕
生
日
お
め
で
と
う
。
い
つ
も
元

気
で
可
愛
い
は
る
く
ん
と
の
毎
日

が
幸
せ
で
す
♡

１
歳
お
め
で
と
う
♡
毎
日
た
く

さ
ん
の
元
気
と
笑
顔
、
あ
り
が

と
う
♡

１
歳
お
め
で
と
う
♡
お
姉
ち
ゃ

ん
た
ち
と
仲
良
く
す
く
す
く

育
っ
て
ね
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
！

健
く
ん
、
１
歳
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

い
つ
ま
で
も
３
人
仲
良
く
元
気

に
の
び
の
び
大
き
く
な
っ
て
ね
。

大
好
き
♡

す
く
す
く
と
元
気
に
育
っ
て
ね

♡
う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！

田中 凱
と き

絆ちゃん

平 遥
は る と

登ちゃん

橋口 優
ゆ う ご

吾ちゃん

最所 櫻
おうせい

晴ちゃん

幸野 廉
れ ん と

心ちゃん

室園 一
いちぜん

善ちゃん

深江 翔
は づ き

月ちゃん

内藤 陽
は る ま

麻ちゃん

杉本 心
こ は る

陽ちゃん

椛島 健
たける

ちゃん

Ｈ29年3月1日生（柳瀬）

Ｈ29年3月12日生（高塚）

Ｈ29年3月9日生（高塚）

Ｈ29年3月14日生（黒木町）

Ｈ29年3月10日生（本村）

Ｈ29年3月17日生（蒲原）

Ｈ29年3月11日生（立花町）

Ｈ29年3月27日生（黒木町）

Ｈ29年3月11日生（室岡）

Ｈ29年3月20日生（吉田）

１
歳
お
め
で
と
う
！
！
い
つ
も
笑

顔
で
姉
ち
ゃ
ん
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
ね
♡

い
っ
ち
ー
♡
１
歳
お
め
で
と
う
♡

い
っ
ち
ー
の
に
こ
に
こ
笑
顔
が
大

好
き
だ
よ
。

　

黒
木
中
学
校
で
１
月
25
日
㈭
、
国
際
交
流
事
業
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
英
語
を
使
い
外
国
の
方
と
交
流
す
る

こ
と
で
、
異
文
化
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
外
国
人
講
師
に
中
国
の
末
永
星
月
さ
ん
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ス
ー
・
ユ
ー
チ
ン
さ
ん
を
迎
え
、
中

学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
２
人
、
１
年
生
62

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
生
徒
が
八
女
市
や
特
産
品

の
八
女
茶
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
英
語
で
行

い
、
そ
の
後
、
事
前
に
学
習
し
た
英
語
を
用
い
て
八
女
茶

の
美
味
し
い
淹
れ
方
を
講
師
に
教
え
ま
し
た
。
ま
た
、
外

国
人
講
師
の
方
々
か
ら
は
中
国
茶
の
講
義
、
淹
れ
方
の
実

演
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
文
化
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

同
中
１
年
の
溝
田
要
太
さ
ん
は
「
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
何
と
か
意
思
疎
通
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
語
学
の
勉
強
を
重
ね
、
外
国
の
文
化

を
学
ん
だ
り
日
本
や
八
女
の
良
さ
を
伝
え
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

星
野
村
の
「
茶
の
文
化
館
」
で
１
月
28
日
㈰
、
茶
の
産

地
や
種
類
を
飲
み
当
て
る
「
新
春 

星
の
大
闘
茶
会
」
が
あ

り
ま
し
た
。
同
館
が
八
女
茶
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
、
県
内
か
ら
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
予
選
は
茶
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
、
茶
葉
を
見

て
玉
露
や
煎
茶
な
ど
の
種
類
を
当
て
る
外
観
審
査
、味
わ
っ

て
種
類
を
当
て
る
茶
種
闘
茶
の
三
種
目
が
行
わ
れ
、
上
位

５
人
が
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
静
岡
、
京
都
、

八
女
な
ど
全
国
５
産
地
の
茶
を
味
や
色
、
香
り
で
見
極
め

ら
れ
る
か
で
争
い
ま
し
た
。
優
勝
し
た
黒
木
町
の
堀
川
祐

紀
さ
ん
は
、「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
緊
張
し
ま
し
た
が
楽

し
ん
で
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
の
応
援
が
励
み

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

茶
の
知
識
や
舌
を
競
う
闘
茶
会
を
開
催

国
際
交
流
で
語
学
と
異
国
文
化
を
学
ぶ

茶
の
文
化
館

黒
木
中
学
校
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▼
冬
の
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、

晴
れ
た
日
に
は
春
の
訪
れ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。い
よ

い
よ
春
本
番
、冬
に
な
ま
っ
た
身

体
を
シ
ャ
キ
ッ
と
動
か
そ
う
と

考
え
中
で
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
「
八
女
の
映
画
」
を
試
写
会

等
も
含
め
こ
れ
ま
で
に
複
数
回

観
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
新

た
な
発
見
、
気
づ
き
が
あ
り
ま

し
た
。
作
品
の
良
さ
を
深
く
味

わ
う
に
は
、
何
度
か
観
て
み
る

の
も
い
い
で
す
ね
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
２
月
に
入
り
続
け
て
の
訃

報
。
広
報
紙
に
「
郷
土
史
サ
ロ

ン
」
執
筆
の
平
島
格
先
生
、「
八

女
寸
々
語
」
執
筆
の
吉
村
誠
先

生
。
博
識
で
優
し
い
お
人
柄
を

偲
び
つ
つ
、ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
し
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

　


